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は じ め に  

 

 

沖縄の農林水産業は、亜熱帯地域の温暖な気候の下、各地で特色ある農

林水産物が生産されているとともに、新技術の導入や品種改良等により新

たな作物の栽培も見られます。また、農林漁業者等による６次産業化への

取組や農林水産業への他地域・他産業からの参入等の動きも活発化してい

ます。 

 

 一方、沖縄のリーディング産業である観光産業については、近年、ク

ルーズ船の寄港回数の増加等による外国人観光客の大幅な増加もあり、

入域観光客数が平成 30 年は 984 万人と前年を 44 万人も上回るなど好調

に推移しているところです。沖縄の農林水産業にとって観光客の増加は

食材需要の増加のみならず、農林漁業体験を観光資源としても活用する

ことが期待できます。 

 

 さて、政府は平成 28 年 11 月に、総理を本部長とする「農林水産業・地

域の活力創造本部」において、「農業競争力強化プログラム」を決定しま

した。本プログラムにおいては、生産者が自由に経営展開できる環境を整

備し、生産者の努力では解決できない構造的な問題を解決するため、生産

資材価格の引下げ、農産物の流通・加工の構造改革、戦略的輸出体制の整

備や収入保険制度の導入等を推進していくこととしています。 

 

 本調査では、このような近年の農林水産物生産の動向、沖縄への入域観

光客の増加及び農林水産施策の方向等を踏まえ、これまで県内での生産量

は少ないものの将来性が期待される作物について、現状や課題等を把握し、

産地化や観光資源としての活用について検討することとしました。 

 

 本調査結果が新たな作物生産や観光農園等の６次産業化に取り組まれ

る方、関係機関の皆様に活用され、沖縄の農林水産業・食品産業の更なる

発展や地域経済の活性化につながれば幸いです。 

 

 

平成 31 年３月 

農林水産部長 田中 晋太郎 
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